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１、いじめ・暴力
ぼうりょく

行為
こうい

、生徒
せいと

同士
どうし

及
およ

び教員
きょういん

への暴言
ぼうげん

を発
はっ

してはいけない。 

どんな生徒
せいと

でも安心
あんしん

して学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

ることが第一
だいいち

条件
じょうけん

です。 

対先生
たいせんせい

はもちろん生徒
せいと

同士
どうし

でも暴力
ぼうりょく

・暴言
ぼうげん

は認
みと

めません。厳しい
きび    

指導
しどう

を行
おこな

います。     

日常
にちじょう

の生活上
せいかつじょう

だけではなく、ＳＮＳなどのいじめについても同様
どうよう

の指導
しどう

を行
おこな

います。 

 

２、学校
がっこう

での飲酒
いんしゅ

や、飲酒
いんしゅ

して登校
とうこう

してはいけない。 

飲酒
いんしゅ

が見
み

つかった場合
ばあい

授業
じゅぎょう

は受
う

けられません。直
ただ

ちに下校
げこう

し指導
しどう

を受
う

けることになります。 

 

３、学
がっ

校内
こうない

・学校
がっこう

近辺
きんぺん

で、喫煙
きつえん

してはいけない。 

成年
せいねん

・未成年
みせいねん

を問
と

わず、生徒
せいと

は校内
こうない

および学校
がっこう

近辺
きんぺん

で喫煙
きつえん

してはいけません。喫煙
きつえん

が見
み

つか

った場合
ばあい

は、保護者
ほ ご し ゃ

に学校
がっこう

に来
き

てもらい、校長
こうちょう

先生
せんせい

から注意
ちゅうい

を受
う

けた後
あと

、謹慎
きんしん

及
およ

び特別
とくべつ

指導
しどう

を受
う

けなければなりません。明
あき

らかに喫
きつ

煙
えん

とみなされる場合
ばあい

も、喫煙
きつえん

の場合
ばあい

と同様
どうよう

に指導
しどう

を受
う

けることになります。 

タバコ、喫煙
きつえん

具
ぐ

等
とう

を学校
がっこう

に持
も

ってきてはいけません。持
も

ってきた場合
ばあい

は学校
がっこう

で預
あず

かり、指導
しどう

を

受
う

けることになります。 

 

４、授業
じゅぎょう

を大切
たいせつ

にし、先生
せんせい

の指導
しどう

にはきちんと従
したが

う。 

授業
じゅぎょう

の妨害
ぼうがい

や、先生
せんせい

の注意
ちゅうい

に従
したが

わない場合
ばあい

には、指導
しどう

を行
おこな

います。生徒
せいと

一人
ひとり

ひとりが、

そしてクラス全体
ぜんたい

が落
お

ち着
つ

いて授業
じゅぎょう

に取
と

り組
く

むために次
つぎ

のことを守
まも

ってください。 

（１）出席
しゅっせき

の確認
かくにん

が終
お

わって授業
じゅぎょう

が始
はじ

まる時
とき

には、指定
してい

された席
せき

に着席
ちゃくせき

する。 

（２）携帯
けいたい

電話
でんわ

は、電源
でんげん

を切
き

るかマナーモードにし鞄
かばん

にしまい、手
て

を触
ふ

れない。 

（３）ガムやジュース等
とう

の飲食
いんしょく

はしない。机上
きじょう

にも飲食物
いんしょくぶつ

は置
お

かない。 

（４）漫画
まんが

・雑誌
ざっし

等
など

の授業
じゅぎょう

に関係
かんけい

のないものはしまう。 

（５）ヘッドホン・イヤホン等
とう

は外
はず

す。 

（６）休み
やすみ

時間中
じかんちゅう

に手
て

洗
あら

いを済
す

ませ、次
つぎ

の授業
じゅぎょう

を受
う

ける準備
じゅんび

をする。 

  

学校
がっこう

生活
せいかつ

で守
まも

るべきこと 
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５、学
がっ

校内
こうない

の施設
しせつ

や公共物
こうきょうぶつ

を大切
たいせつ

にする。 

    学校
がっこう

の施設
しせつ

や公共物
こうきょうぶつ

は皆
みな

で使
つか

うものなので、壊
こわ

さないように注意
ちゅうい

してください。 

故意
こ い

に壊した
こわ    

場合
ばあい

には弁償
べんしょう

し、指導
しどう

を受
う

けることになります。 

 

６、上履き
うわば   

を必
かなら

ず使用
しよう

する。 

校舎内
こうしゃない

では指定
してい

された上履
うわば

きを必
かなら

ず使用
しよう

してください。体育館
たいいくかん

履
ば

きを上履
うわば

きとして使用
しよう

する

ことも禁止
きんし

です。下履き
し た ば き

・体育館
たいいくかん

履
ば

きのまま授業
じゅぎょう

を受
う

けることはできません。忘
わす

れた場合は

職員室
しょくいんしつ

でスリッパを借
か

り、下校
げこう

時
じ

に返却
へんきゃく

してください。上履
うわば

きには姓名
せいめい

を明記
めいき

すること。 

 

７、自転車
じてんしゃ

通学
つうがく

についてとオートバイ・車
くるま

の通学
つうがく

の禁止
きんし

について 

（１）無許可
む き ょ か

でのオートバイや自動車
じどうしゃ

での通学
つうがく

は禁止
きんし

です。通学
つうがく

とは校外
こうがい

学習先
がくしゅうさき

も含
ふく

みます。また、

友人
ゆうじん

等
とう

が運転
うんてん

するオートバイや自動車
じどうしゃ

に同乗
どうじょう

しての通学
つうがく

も禁止
きんし

です。 

（２）無許可
む き ょ か

でのオートバイや自動車
じどうしゃ

による通学
つうがく

（学校
がっこう

周辺
しゅうへん

や校外
こうがい

学習先
がくしゅうさき

まで乗
の

ってくる行為
こうい

、友人
ゆうじん

の運転
うんてん

するオートバイや車
くるま

への同乗
どうじょう

も含
ふく

む）は、安全
あんぜん

教育
きょういく

の観点
かんてん

から指導
しどう

を行
おこな

います。 

（３）自転車
じてんしゃ

は指定
してい

された置き場所
お   ばしょ

を守
まも

り、自転車
じてんしゃ

の保険
ほけん

に加入
かにゅう

しましょう。 

（４）自転車
じてんしゃ

に乗る
の  

際
さい

はヘルメットを着用
ちゃくよう

しましょう。 

（５）ルールを守れない
まも      

場合
ばあい

は、指導
しどう

を行
おこな

うことがあります。 

（６）正規
せいき

就 業 者
しゅうぎょうしゃ

が仕事上
しごとじょう

で止
や

むを得
え

ない場合のみ、原動機付き自転車
げんどうきつ  じてんしゃ

（５０ｃｃ以下
い か

）のみ許可
きょか

す     

ることがあります。アルバイトの場合
ばあい

は就 業
しゅうぎょう

時間
じかん

を雇用先
こようさき

に調節
ちょうせつ

してもらいましょう。 

（７）スケートボードやその他
た

のキックボードなど自転車
じてんしゃ

以外
いがい

の用具
ようぐ

を使用
しよう

しての通学
つうがく

は、安全上
あんぜんじょう

の配慮
はいりょ

や道路
どうろ

交通法
こうつうほう

遵守
じゅんしゅ

の観点
かんてん

から禁止
きんし

します。 

 

８、危険
きけん

ドラッグなどの薬物
やくぶつ

を保持
ほ じ

したり使用
しよう

したりしてはいけない。 

薬物
やくぶつ

・有機
ゆうき

溶剤
ようざい

の使用
しよう

が心身
しんしん

に与
あた

える影響
えいきょう

は大
おお

きく健康
けんこう

を 著
いちじる

しく阻害
そがい

します。学校
がっこう

の

内外
うちそと

を問
と

わず、危険
きけん

ドラッグの保持
ほ じ

・使用
しよう

の事実
じじつ

が明
あき

らかになった場合
ばあい

には、退学
たいがく

を含
ふく

む指導
しどう

を行
おこな

います。 

 

９、 盗難
とうなん

防止
ぼうし

に注意
ちゅうい

すること。 
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（１）生徒
せいと

は各自
かくじ

の所持品
しょじひん

に細心
さいしん

の注意
ちゅうい

をすること。 

（２）所持品
しょじひん

には記名
きめい

をしてください。 

（３）他人
たにん

の忘れ物
わす  もの

を発見
はっけん

した生徒
せいと

は、必ず
かなら  

先生
せんせい

に届
とど

けること。 

（４）貴重品
きちょうひん

は常時
じょうじ

身
み

に着
つ

けておくこと。 

 

１０、ロッカーには鍵
かぎ

をかけて自己
じ こ

管理
かんり

をする。 

（１）自分
じぶん

のロッカーには鍵
かぎ

をかけて自己
じ こ

管理
かんり

をする。 

（２）他人
たにん

のロッカーは勝手
かって

に開
あ

けてはいけません。特
とく

に全日制
ぜんにちせい

のロッカーを開けた
あ   

場合
ばあい

には、中
なか

のも

のを取
と

り出
だ

そうとする行為
こうい

と判断
はんだん

され、指導
しどう

を受
う

けることになります。 

 

   １１、授 業 中
じゅぎょうちゅう

における学校外
がっこうがい

への外出
がいしゅつ

禁止
きんし

について。 

 登校
とうこう

してから下校
げこう

時間
じかん

までは、学校外
がっこうがい

への外出
がいしゅつ

は禁止
きんし

します。  

 

１２、政治的
せいじてき

活動
かつどう

及び
および

宗 教 的
しゅうきょうてき

活動
かつどう

について。 

生徒
せいと

による政治的
せいじてき

活動
かつどう

等
とう

は、次
つぎ

のとおり必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な範囲内
はんいない

で制約
せいやく

を受
う

けます。 

①校内
こうない

において 

（１）授業
じゅぎょう

、生徒会
せいとかい

活動
かつどう

、部活動
ぶかつどう

等
とう

 

生徒
せいと

がその本来
ほんらい

の目的
もくてき

を逸脱
いつだつ

し教育
きょういく

活動
かつどう

の場
ば

を利用
りよう

して、選挙
せんきょ

活動
かつどう

や政治的
せいじてき

活動
かつどう

・布教
ふきょう

活動
かつどう

を

行
おこな

うことは禁止
きんし

します。 

（２）放課後
ほ う か ご

、休日
きゅうじつ

等
とう

 

施設
しせつ

の管理上
かんりじょう

の支障
ししょう

、他
た

の生徒
せいと

の学習
がくしゅう

への支障
ししょう

、その他
そ の た

教育
きょういく

を円滑
えんかつ

に実施
じっし

する上
うえ

での支障
ししょう

が

あることから制限
せいげん

又
また

は禁止
きんし

します。 

②校外
こうがい

において 

（１）放課後
ほ う か ご

、休日
きゅうじつ

等
とう

 

・違法
いほう

なもの、暴力的
ぼうりょくてき

なもの        ・違法
いほう

もしくは暴力的
ぼうりょくてき

になるおそれのあるもの 

・熱中
ねっちゅう

しての学業
がくぎょう

や生活
せいかつ

への支障
ししょう

     ・他
ほか

の生徒
せいと

の学業
がくぎょう

や生活
せいかつ

への支障
ししょう

 

・学校
がっこう

教育
きょういく

の円滑
えんかつ

な実施
じっし

への支障
ししょう

等、 支障
ししょう

の状 況
じょうきょう

に応
おう

じ、制限
せいげん

又
また

は禁止
きんし

します。 
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「学校
がっこう

生活
せいかつ

で守
まも

るべきこと」の見直
みなお

し時
じ

の手続
てつづ

きについて 

「学校
がっこう

生活
せいかつ

で守
まも

るべきこと」を見直
みなお

す際
さい

には、まず校内
こうない

で必要性
ひつようせい

を検討
けんとう

し、生徒
せいと

の学校
がっこう

生活
せいかつ

の

実態
じったい

や意見
いけん

を丁寧
ていねい

に把握
はあく

します。生徒会
せいとかい

との意見
いけん

交換
こうかん

やアンケートなどを通
とお

して、生徒
せいと

の意見
いけん

を反映
はんえい

した改訂
かいてい

案
あん

を作成
さくせい

します。その後
ご

企画
きかく

調整
ちょうせい

会議
かいぎ

で審議
しんぎ

し、保護者
ほ ご し ゃ

の意見
いけん

も確認
かくにん

したうえで、必要
ひつよう

に

応
おう

じて学校
がっこう

運営
うんえい

連絡協
れんらくきょう

議会
ぎかい

で協議
きょうぎ

します。最終的
さいしゅうてき

には校長
こうちょう

が決定
けってい

し、生徒
せいと

・保護者
ほ ご し ゃ

へ分
わ

かりやす

く周知
しゅうち

したうえで施行
しこう

します。 


